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組織活性化に関するバタフライの
　力タストロフィー・モデル
山　下　洋　史
　本研究は、筆者の従来の研究における「組織活性化
の（くさびの）カタストロフィーモデル」に、Herz－
bergの動機づけ衛生理論における動機づけ要因と衛
生要因を組み込んだ「組織活性化に関するバタフライ
のカタストロフa一モデル」を提案するものである。
これにより、高橋の1－IchartとHerzbergの動機
づけ衛生理論を結び付け、組織のメンバーの活性化と
モチベーションに関して新たな視点を与えることが可
能となるものと考えられる。それと同時に、新たに作
成する拡張モデルがくさびのカタストロフィーモデル
を包含し、組織活性化に関してより幅広い視点から捉
えたモデルであることを示すことを意図している。
　そこで、1999年度は、その基盤を固めるために、組
織活性化、日本と欧米の組織特性、改善とイノベーシ
ョン、組織を構成するメンバーのモチベーション・コ
ミットメント・学習に関して、従来の研究を調査し、
それらの関係を整理した。その上で新たに、ランク・
ヒエラルキーに対する心理的余剰価値［1］、ランク・
ヒエラルキーによるインセンティブ拡張モデル［1］、
中次学習［2］、演繹的リラーニング［2］、改善一イノ
ベーションのカタストロフィー・モデル［3］、組織に
おける二重のパラドックス［4］、予期せぬ成功をもた
らす柔らかい組織［5］といったフレームワーク、モ
デルを提示し、その成果を下記の研究にまとめた。
［1］　山下洋史：”ランク・ヒエラルキーに関する研
　　　究”、明大社研紀要、Vol．38、　No．　2、pp．1－
　　　17（2000年3月）
［2］　山下洋史：”改善とイノベーションのための学
　　　習モデル”、明大商学論叢、Vol．82、　No．　4、
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［3］
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pp．85－100（2000年3月）
赤城健一、山下洋史：tt改善一イノベーション
のカタストロフd－・モデル”、第22回日本経営
システム学会全国大会講演論文集、pp．61－
64（1999年5月）
赤城健一、山下洋史：°組織における二重のパ
ラドックスとイノベーション”、第23回日本経
営システム学会全国大会講演論文集、pp．49－
52（1999年10月）
金子勝一、山下洋史：tt予期せぬ成功と柔らか
い組織”、第23回日本経営システム学会全国大
会講演論文集、pp．53－56（1999年10月）
　2000度は、前年度の研究成果に基づき、状態変数、
平常要因、分裂要因、バイアス要因、バタフライ要因
を設定し、バタフライのカタストロフィー曲面上で組
織活性化と動機づけ要因、衛生要因の関係をモデル化
することを試みる。そして、このモデルによって示唆
される組織特性に関して、高橋の1－lchart、　Herz－
bergの動機づけ・衛生理論、　Barnardの組織成立の必
要十分条件、青木の双対原理、我々の前年度の研究成
果の対応関係を検討し、論文をまとめる予定である。
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